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第43回　通　常　総　会

第47回　通　常　総　会

●5月21日（木）
●全労済鳥取県本部

●5月29日（金）
●セントパレス倉吉

　5月21日、代議員35人が出席し、来賓として連合東部地協の岸本副議長、県労福協前田理事長を迎え、
第43回通常総会を開催しました。
　林代議員（ＪＡＭトミタ電機労働組合）の議事進行のもと、15年度活動方針・予算、副支部長選出に関
する規約の一部改正について、協議しました。労福協運動の原点を大切に、働く者同士の親睦と交流、各事
業団体及び全労済部会・ろうきん推進委員会と一層連携した
活動を行い、労働者の福祉向上をめざした活動を行います。
皆さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。

　５月29日（金）、セントパレス倉吉を会場に第47回労福
協中部支部通常総会を開催しました。当日は、連合中部地協
米橋議長、倉吉市産業環境部田中部長、鳥取県労福協前田理
事長、中国労金福田本部長のご列席を賜り励ましの言葉を頂
きました。その後、2015年度活動計画等について承認し、
働く仲間の親睦や交流あるいは地域の皆さんのためになる活
動になるように、会員一同協力して活動をすすめることを確
認しあいました。

役　職 名　　前 所　　属
支 部 長 保木本　 　　淳 鳥取市役所職員労組

副 支 部 長

森 尾 昭 男 中電ユニオン鳥取支社支部

濱 﨑 耕 次 NTT 労組鳥取分会

橋 本 修 二 大 真 空 労 組

事 務 局 長 内 田　　 孝 県 教 組 東 部 支 部

事務局次長
河 﨑 充 博 全労済鳥取東部支所

犬 山　　 安 中国労金鳥取支店

役　職 名　　前 所　　属
支 部 長 平 信 憲 一 旭東電気労組鳥取支部

副 支 部 長
宮 脇 一 善 湯梨浜町職員労組

吉 良 武 士 JAM明治製作所労組

事 務 局 長 尾 﨑 豊 久 県 教 組 中 部 支 部

事務局次長
猪 原 靖 彦 中国労金倉吉支店

朝 田 雅 伸 全労済中部共済ショップ

（敬称略）

（敬称略）

東部支部

中部支部
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第39回　通　常　総　会 ●5月26日（火）
●弓ヶ浜荘

　5月26日、西部支部は、米子市「弓ヶ浜荘」に於いて第
39回通常総会を開催し、代議員、傍聴者など約70名が参加
しました。
　冒頭、遠藤支部長は「安全保障法案や労働法緩和など我が
国の立ち位置は大きく変わろうとしている、働く者が連帯
のもとに活動を強化しなければ労働者福祉の前進はありえな
い、しっかりした議論を要請する」と挨拶を述べました。
　県労福協からは、前田理事長が参加し「社会構造が大きく
転換しようとしている時であり、原点に立ち返った運動が必
要である」と激励しました。

役　職 名　　前 出身単組
支 部 長 遠 藤 憲 二 私鉄日ノ丸米子分会

副 支 部 長

中　島　ちから 境 港 市 職 労
矢 辺 慎 一 ＪＰ労組鳥取伯耆支部
國 廣 啓 介 中国電力ユニオン倉電支部
長谷川　純　也 王子新労組米子支部

事 務 局 長 井 上 準 一 連 合 鳥 取

事務局次長
蒲 原 克 則 全労済鳥取西部支所
矢 野 芳 之 中国労金米子支店

（敬称略）

　総会は、活動報告と方針案などについて
事務局から提案、特に「秋の芸術文化祭」
について総力をもって成功させることを確
認しました。
　スポ祭では、年々参加チームが減少して
いる背景から加盟組合以外の事業所や労働
団体に働き掛けることを確認し、満場一致
で活動方針案を採択し終了しました。

ひとりで抱え込まないで…
まずはご相談ください８月の相談日

土曜労働
みなくる相談員

退職、解雇、サービス残業等

米子 8/1土　時間 9:30～18:00場所 みなくる米子
　　 （米子市東町189-2）

法　　律
弁 護 士

離婚、相続、交通事故等

鳥取 8/19水 時間 15:00～17:00（1人30分）
場所 鳥取県労働会館3階
　　 （鳥取市天神町30-5）

予約制

米子 8/5水　時間 15:00～17:00（1人30分）場所 西部労働者福祉会館2階
　　 （米子市東町189-2）

予約制

こ こ ろ
カウンセラー

子育て、家庭の悩み等

鳥取
鳥取市中央人権福祉センターと連携
毎週火・木曜日　15:00～17:00（1人50分）予約制

倉吉 8/20木　時間 14:00～16:00（1人50分）場所 倉吉市立図書館
　　 （倉吉市駄経寺町187-1）

予約制

米子 8/12水　時間 14:00～16:00（1人50分）場所 米子市立図書館
　　 （米子市中町8）

予約制

鳥取県中小企業
労働相談所みなくる

ライフサポートセンターとっとり

平日も9:30～18:00随時相談受付中
し ご と な や み

（平日9:30～17:30受付）

※ 相談日前日の正午までにお申込
みください。

※ 予約状況等の確認は、鳥取県労
福協ホームページの『法律相談』
『こころの相談』をご覧ください。

http://tottori.rofuku.net/

0120-451-783

0120-82-5858

相談ダイヤル

予約ダイヤル

0857（25）3000鳥取

0858（23）6131倉吉

0859（31）8785米子

相談無料
秘密厳守

西部支部

ライフサポートセンターとっとり
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　キャンペーン期間中に全労済鳥取県本部の東部支所・西部支所に来店または
共済をご成約されると、先着で素敵なプレゼントを進呈します！ぜひこ
の機会に保障について相談してみましょう ! ！

・建物構造区分の変更　　　　・住宅・家財保障の限度額の改定
・新たな特約の新設　　　　　・地震保障に大規模半壊の新設

3215B002

見積もり受付中!! 詳しくは全労済までご相談ください

全国労働者共済生活協同組合連合会（鳥取県共済生活協同組合）

【県本部・東部支所】〒680-0846鳥取市扇町14
　　　　　　　　　　☎0857-22-8234
【中部共済ショップ】　〒682-0804倉吉市東昭和町286-2
　　　　　　　　　　☎0858-23-2855
【西部支所】　　　　　〒683-0067米子市東町189-2
　　　　　　　　　　☎0859-22-4133

こちらに記載されて
いる内容は、共済商
品の概要を説明した
ものです。ご契約の
際は「リーフレット」
「ご契約のてびき（契
約概要・注意喚起情
報）」を必ずご覧く
ださい。

全労済は、営利を目的と
しない保障の生協として
共済事業を営み、組合員
の皆さまの安心とゆとり
ある暮らしをめざしてい
ます。出資金をお支払い
いただいて組合員になれ
ば、各種共済をご利用い
ただけます。

新しく組合員になられる方へ（出資金について）全労
済は消費生活協同組合法にもとづき、非営利で共済事
業を営む生活協同組合の連合会です。生活協同組合は、
組合員の参加により運営されており、出資金をお支払
いいただければどなたでも都道府県生協の組合員とな
ることができ、各種共済に加入できます。新しく組合
員となられる方には、生活協同組合運営のために出資
（1,000 円以上）をお願いしています（出資金は 1口
100円で、最低 1口以上の出資が必要です）。

全労済は将来の支払いに備えて、厚生労働省令に定められている
共済契約準備金をこえる充分な積み立てを行っています。また資
産運用のリスクを適切に管理し、健全な資産運用を行っています。
全労済はこれからも引き続き健全な経営に努めていくとともに、
情報開示を積極的に行っていきます。また、個人情報保護法をは
じめとする法令等を遵守し。お預かりしたお客さまに関する情報
について厳重な管理体制のもとに、正確性・機密性・安全性の確
保に努めています。（※詳しくは最寄の全労済にお問合せくださ
い。）

鳥取県本部
ご相談は下記窓口まで

ご来店された方 ご成約された方

ラップ

スマートボトル エコバッグ

2015年９月1日火～９月30日水期間

窓口店舗キャンペーン実施のお知らせ

火災共済がリニューアルしました !!

※ 数に限りがありますの
であらかじめご了承く
ださい。

主な変更点

盗難保障特約類焼損害保障特約 個人賠償責任共済
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2015年度西部労福協交流事業

島根県の文化・歴史探訪
石見銀山と出雲大社を巡る

　５月15日～ 16日の２日間、島根県大田市と出

雲市で中国・四国９県から総勢93人の参加によっ

て実施されました。（鳥取県からは９人参加）

　１日目は2007年に世界遺産に登録された石見

銀山を訪れました。銀山のゆるキャラである「らとちゃん」に迎えられ、現地ガイドの方から詳しい説明を

受けながら片道２．３Ｋｍの散策となりました。大小様々ある「間歩（まぶ）」と云われる坑道跡の入り口を

見ながら歩き、最後に国の史跡に登録されて唯一公開されている「龍源寺間歩」に入っていきました。決し

て広いとは言えない長い坑道を進んでいきましたが、１日に30セ

ンチしか掘ることが出来ないと聞いた時には大きな驚きとともに

大変な作業であったことをあらためて痛感しました。

　２日目は今まさに60年ぶりの大遷宮が行われている出雲大社の

参拝をしました。

　今回の島根県探訪で中四国９県すべての探訪が終了しましたが、

新たなテーマによって西部労福協の交流を更に深めていくことが

確認され、来年度は香川県での開催と決定しました。

　「持続可能な社会と若者の未来」をテーマに研究集会が開催

されました。

　先ず、アベノミクスでの経済第一主義の価値基準から、倫

理的な善悪を優先した選択・行動が出来る方向への転換で、

これから日本を支える若者の未来が展望できるとの講演を受

けました。

　また、「奨学金」返済に苦悩する若者の実態についての講演

とパネルディスカッションが行われ、若者の非正規雇用・離

職者の増加によって、「奨学金」が返済できない「貧困の連鎖」

の現状報告もあり、今後奨学金制度改善に向けて世代間断層

を超えたとりくみが重要になると問題提起されました。

日　　時：2015年6月4日（木）～5日（金）
場　　所：愛知県春日井市「ホテルプラザ勝川」　参加者　201人
開会挨拶　（主　催）中央労福協　　 　 山本　幸司　副会長
　　　　　（開催地）中部労福協（愛知） 高田　勝之　会　長
　　　　　　　　　 愛知県　　　　　　森岡　仙太　副知事全国研究集会

2015年度
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構成組織と労福協の意見交換の場として

と　き：2015年3月23日（月）
ところ：全労済鳥取県本部5階会議室

　鳥取県労福協　第4回評議員会を5月20日（水）16時より、全労済鳥取県本部に於いて開催し、評議員の変更、監事
の任期満了に伴う改選が決議され、新役員が決定しましたので、お知らせ致します。

「第1回構成組織代表者会議」を開催「第2回構成組織代表者会議」を開催

鳥取県労福協 新役員のご紹介

役　職 名　前　（組織・職業名）

評議員

本川　博孝（連合鳥取）
松崎　浩哉（連合鳥取）
河村　正之（連合鳥取）※新任
木岡　繁男（全労済）
田中　　穂（連合鳥取）※新任
山内　　功（弁護士）
濱田由紀子（弁護士） ※新任

役　職 名　前　（組織名）
理事長（代表理事） 前田　厚彦（連合鳥取）

副理事長
佐貫　　馨（連合鳥取）
福田　光明（中国労金）
奥田　　剛（全労済）　　　

専務理事（業務執行理事） 小泉　俊一（労福協）

理　事

山本　謙二（県生協）　　　
桑原　忠章（医療生協）　　
保木本　淳（東部支部）　
平信　憲一（中部支部）
遠藤　憲二（西部支部）

監　事
藤田　雅志（連合鳥取）※重任
木曽　弘己（中国労金）※重任

事務局長 田中　良憲（中国労金）※３月より出向

鳥取県労福協　評議員名簿（評議員7名） 鳥取県労福協　（理事10名・監事2名・事務局長1名）

2014年度労働・福祉事業四団体研修会

　4回目となる四団体（連合鳥取・中国労金鳥取県営業本部・全労済鳥取県本部・

鳥取県労福協）研修会は、講師 石川さんの32年間の消防士時代の経験や家族

の病気、子育てのことをユーモアとご自身作詞作曲の歌を交えながら講演を頂き

ました。中では、「“ほんわか”と“やってはいけないこと”」の言葉を使ったお
話もありました。最後に「自分が生かされていることへの感

謝を忘れないこと、こころの健康の大切さ、親が楽しそうに

生きると子どもが夢を持ち、家族は応援団になり、そこで繋

がりができて良い循環ができていくこころのメッセージを伝

えていきましょう」と述べられ研修会が終了しました。

「笑って 泣いて 心を元気に！」

☆ほんわか
ほ（ん）める
わらう
かんしゃする

☆やってはいけないこと
けなす
おこる
とうぜんのことをしていこう

T h a n k  Y o u
評議員　西川　真也（連合鳥取）
　〃　　中　　昌弘（高教組）
　〃　　坂野　真理（医師）

ご退任の方々

　前田理事長より、日頃から労福協の事業にご理解ご協力頂いて
いる感謝とお礼の挨拶がありました。続いて、小泉専務理事より
一年間を振り返りながら実施事業ごとに事業報告を行いました。
また、新年度の事業計画について説明を行い、労福協運動へのご
理解とご協力のお願いをし代表者会議は、成功裡に終了致しまし
た。
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鳥取県労福協HPへ
（スマホ対応）
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